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本  日  の  卓   話 
８ 月 １０ 日 （水） 
｢５分間スピーチ｣ 

   日野岡、中西、朱、笠原 各会員 

 

例 会 記 録 
第２２４７ 回例会  ８月 ３日（水）晴 
●国歌「君が代」斉唱       
●ロータリーソング「手に手つないで」斉唱  
●ゲスト・スピーカーご紹介 
 菅本憲市郎様（地区拡大・増強委員会副委員長） 
 
※８月会員誕生  河原崎 
※８月夫人誕生  簡百合子、朱さち子 
 

会 長 の 時 間      秋山 勤会長 

本日は、ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰｶｰをお願いしました地区拡大･

増強委員会副委員長 菅本様 忙しい中を私たち

の例会に来て頂き有難うございます。よろしくお願

いします。 
8月は、会員増強および拡大月間です。RIは、茨
木RCにも純増1名以上の会員増強を求めています。
常に、私たちの周辺にﾛｰﾀﾘｱﾝとして相応しい人を捜

し求める心がけが、常に必要です。そして会員獲得

の努力をしましょう。 
8月には、菅本様のほかにも、地区から戸田ﾊﾟｽﾄｶﾞ
ﾊﾞﾅｰ、ｸﾗﾌﾞ内では大森ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾞﾅｰと大先輩から卓話

をして頂くことになっています。どうかご期待く 

 

出 席 報 告 
第２２４７ 回例会 前々回（第２２４５ 回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率

 ３２ (８) 18 6 75  ％ 2 91.67 ％ 

 

 
 
ださい。 
7 月 28 日の歓送迎会は、急な日程でしたが、沢
山の方に出席して頂き有難うございました。近くで

よい店を探してくださった親睦活動委員会にもお

礼申し上げます。 
7月 30・31日の茨木ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ期間中RACのﾌﾞｰ
ｽへ応援に出て頂き有難うございました。中村委員

長をはじめ2日間出て頂いた方も相当おられました。
お陰で、用意した商品は全て完売できました。 
 
 

幹 事 報 告      久保義誓直前幹事 

１、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
Ⅰ）2004～05年度地区大会記録誌の訂正について 

菅
本
様
卓
話
風
景 



２）「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金運動協力依頼  
３）クラブ米山奨学委員長会議及びカウンセラー研

修会の案内 ８／20（土）於：ヴィアーレ大阪     
４）ロータリー米山記念奨学会 6月の寄付金傾向    
５) 2005～06年度卓話銀行の案内 
６) 青少年奉仕委員会正副委員長会議の案内とア
ンケート依頼  ９／23(金)  
於：大阪市立信太山青少年野外活動センター  
７）クラブ青少年交換委員長会議の案内  
８／27（土）   於：ホテルＮＣＢ 
８）地区ロータリー財団セミナーの案内  
８／27（土）   於：ヴィアーレ大阪 
９）全国統一アクトの日の案内  
９／11（日）   於：吹田岸辺市民センター 

10）ロータリアン 8月号 
２、茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
１）台北西北ＲＣより会報 
３、第２回理事会報告（8月３日開催） 
１）９月度プログラムの件         承認 
２）台北西北ＲＣ45周年記念式典訪問の件 
   ９名参加 御祝金例年どおりとする  承認 
３）ＲＡＣｲﾝﾄﾞﾈｼｱ訪問費用補助の件        承認 
    10万円とする 
茨木 3ＲＣ会長・幹事会にて活動補助金を 
25万円 → 35万円に提案予定 

４）その他 
  10／22職場見学は、9／４下見会のうえ職業奉
仕委員会で具体化し、次回理事会に提出する 

 

委 員 会 報 告 
親睦活動委員会      日野岡信太郎委員長 
 ７月２８日の歓送迎会には大勢ご参加頂き有難

うございました。 
退会会員：金田様（欠席）、野口様 
新入会員：岡野会員、辰巳会員 
参加会員：１５名 
 
 

卓  話 
「会員増強月間」 

     RI第2660地区 拡大・増強委員会 

    菅本憲市郎副委員長 

 

 

 

私、新大阪ＲＣの菅本と申します。 

地区拡大・増強委員会としての話は今年で3年目に

なります。 

お恥ずかしい話ですが、このお役目を頂いて拡

大・増強の成果があまり上がっていない事を当委員 

会として申し訳なく思っております。 

さて、短直に申し上げて、1996年7月1日期首では、

当地区始まって以来の最高の 5591 名を得たのであ

ります。バブル崩壊、そして、あの阪神大震災以後

の時であります。 

しかしその後、多少の増、大きな減を繰り返しな

がら2004年7月1日の期首では4261名（内女性会

員176名）そして2005年7月1日の期首で4146名

（内女性会員177名）であります。正に115名の減

であります。 

 

本年度 RI 会長カール・ヴィルヘルム・ステンハ

マー氏のテーマは「Service Above Self」つまり「超

我の奉仕」であります。また、ＲＩ会長賞プログラ

ムに、必須事項であります会員目標を会員1名かそ

れ以上の純増を達成する事と申されました。本委員

会もそれに基づき行動したいと思います。 

さて、我々ロータリアンは次の3つの重要な仕

事。つまり現会員の退会防止、新会員の募集、又、

出来れば新クラブの結成等を通じ、会員の増強、

及び拡大を図る責務を共有しております。 

我々地区の委員会でも今、増強を当然としながら

も各クラブの会長さんを通し、退会防止に躍起と

なっております。世界中のクラブは毎年新しい会

員を多く迎え入れていますが、その努力も空しく

毎年クラブ会員の退会者は入会者と同数の 5～

10％にも達しています。しかし、その原因につい

ては、病気や死亡、事業不振や転勤などある程度

はやむ得ない理由はあるものの、多くの場合、ク

ラブ内の運営、管理、指導方法、人間関係等に起 

 



因する場合が少なくありません。 

折角迎え入れた新会員の約半分が 3 年以内に退

会していくという現状について、達は深刻に受け

止め、原因を究明し、その対応策を緊急に作成し

行動に移していかなければなりません。あらゆる

スポーツにおいても、組織においても防衛と攻撃

は一対であると同様に、クラブの体質強化と発展

の源は会員の退会防止と会員増強が共に重要な

要素であることに変わりはありません。 

ロータリーのもつ崇高なる理想を信じ、それに

基づく奉仕活動に信頼をおく私たちロータリア

ンにとって退会防止と会員増強、そしてクラブの

拡大こそロータリー活動の第一歩と言えます。こ

のような観点から特に退会を防止するためのい

くつかの項目を取り上げます。 

 

１、クラブ親睦活動はロータリーの基本です。 

２、会員への十分な情報提供です。 

３、活発な委員会活動です。 

４、魅力あるプログラムと地域のニーズに叶った

奉仕活動です。 

５、会員である目的を明確にすることです。 

   

2004 年 6月 29 日大阪国際会議場でゾーン大3

－4の地区増強委員長会議が開かれました。菅生

直前理事は「任意の団体において会員の増強は死

活問題に関わる重要な問題であります。日本の会

員数は12万人を超えたが、現在10万人台に減っ

ていますが、その背景にはロータリーの価値観、

世代意識の希薄化という現象が顕在化したこと

によるものでしょう。今現実の問題点は、社会で

活躍している女性に対する意識改革が大切であ

りましょう。」と開会の挨拶で話されたのですが、

会員が増加を続けていた時代には、想像もつかな

かった様相を呈しています。現在は下げ止まり傾

向が覗えますが、会員一人ひとりが積極的に増強

に当たる意識を高めなければなりません。 

 

最後に、女性会員の増強を考えましょう。当地

区2005年7月1日期首4146名内女性会員177名

と冒頭にも申し上げましたが、他の団体と同じよ

うに、ロータリーも時と共に変化しています。以 

前は男性が支配していた専門職務や社会的地位 

 

 

への女性の進出がみられ、男女平等の動きが活発

になってきました。女性にもリーダーとして活躍

する未来が見えてきました。 
 
 

ニ コ ニ コ 箱                高島Ｓ.Ａ.Ａ 

※夫人誕生を記念              簡 
※菅本様より卓話御礼をニコニコに頂きました 
※長い間お世話になりました有難うございました 

ご餞別をニコニコに頂きました      野口 
※菅本様卓話ありがとうございました    秋山 
※小４の娘があさってからニコニコキャンプに参

加させて頂きます                    倉内 
※早退お詫び               倉内 
※智辯和歌山甲子園出場祝い        大森 
※皆様の心あたたまる歓迎有難うございました 

 岡野 
※歓迎会有難うございました 楽しく過ごさせて

いただきました             辰巳 
※会員誕生・入会記念ニコニコ ＠10,000×28名分 
                ￥２８０，０００ 
 

本日計３２４，０００円  
 累 計４０７，０００円 

 

次 回 卓 話 
「ロータリー精神の原点に戻り、 

全員参加しよう！」 
  第 2660地区 戸田 孝 パストガバナー  

 


